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近赤外光は，生体や樹脂など様々な物体に対し
て高い透過性を持ち，かつ安全であることから，そ
の内部を可視化するために広く利用されている．
しかし，光の散乱によって，透視画像は不鮮明に
なってしまい，内部を鮮明に可視化することは難し
かった．

平行高周波照明による透視画像の鮮明化
平行投影となるようにテレセントリックレンズを装着したプロジェクタとカメラを対向して配置し，細
かい格子パターン（高周波照明）を投影することで，散乱光を除去できる撮影システムを開発
した．これにより，下図のように，白濁した液体中の金属部品は，通常照明では散乱光が強く
形状がわからないが，近赤外平行高周波照明でははっきりと形がわかるまで鮮明化できている．
また，ネズミの耳を計測した場合も，内部組織の鮮明化の効果がわかる．

本研究では，特殊光学系による光線の計測と，
計算機による演算を組み合わせたコンピュテー
ショナルフォトグラフィ技術を活用することで，この
問題を解決する．透過光と散乱光を分離すること
で，画像の鮮明化を行い，また，散乱光の分布
を解析することで，散乱体内部の３次元構造を推
定する．

代表論文：電子情報通信学会論文誌 D, J96-D(8), 1834-
1843, (2013)
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今までX線でないと見ることができなかった物体内部の３次元構造を，安全な近赤外光で可視
化することができれば，より高精度な静脈認証によるセキュリティの向上が期待できる．
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